
２．2009年供用予定の羽田空港第４滑走路に関連して、新規
参入による競争促進のための離発着枠の配分のあり方
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・各航空会社への配分
・国際定期便への配分 など
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羽田空港の羽田空港の発着回数について発着回数について



羽田空港再拡張事業の整備概要

＜財源スキーム＞
○ 整備事業費の約2割程度、概ね1,300億円について、

地方公共団体が無利子貸付にて協力。

○ 残りの事業費については、総額概ね、国費（一般

会計から受入） ：財投＝３：５の比率で手当て。

＜税制上の支援措置＞

○ 新設滑走路等に係る国有資産交付金の特例

滑走路整備事業
（約6,900億円）

国際線地区の整備については、ＰＦＩ手法等
により、民間活力を導入して整備。

国際線地区
整備事業

－２－



羽田空港再拡張事業に係るスケジュール

入札実施方針の公表H16． 6．18

【入札関係】 【環境アセスメント関係】 【その他】

H16． 7．27

H17． 4月～

H18春～
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以
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１７

H17． 3月下旬

設 計

入札公告（官報）

入 札

契 約（工法決定） 工法の決定を反映

施工までに手続終了

方法書手続・現地調査

準備書手続

評価書手続

漁業者との調整
東京港港湾計画の変更

【国際線地区】

ＰＦＩ手法等による国際線地区
の整備運営に関する

検討調査

実施方針の策定・公表

特定事業の評価、選定、公表

事業者の募集

ＳＰＣとの契約の締結

設計、工事

H17． 3月下旬

（関係者間調整）
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今回は大手航空会社からの回収（ゼロ・サム）による再配分

新規航空会社の参入等による一層の競争促進が必要

新規航空会社の過去の事業規模拡大実績を勘案
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((約約17%)17%)4747便便

((約約12%)12%)

20便

387便 転用可 転用不可

減便

×

＜多便数路線＞＜多便数路線＞＜少便数路線＞＜少便数路線＞

新規航空会社に２０便を追加配分

新規航空会社

羽田空港における少便数路線（総便数３便以下の路線）をグ
ループ化し、減便時には他の少便数路線にのみ転用することが
できることとするルール（３便ルール）を新たに導入

大手大手
航空会社航空会社

340340便便
（約（約88%88%））

大手大手
航空会社航空会社

320320便便
（約（約83%83%））

新たな地方航空ネットワーク維持方策の創設
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羽田空港の羽田空港の発着枠の配分の見直しについて（Ｈ１６・９）発着枠の配分の見直しについて（Ｈ１６・９）


